
▼講師 / 寺井梨恵子氏

▼つばたふるさと探偵団 ▼津幡おきらくごの会

▲ PO 法人河北潟湖沼研究所 ▲助け合い体験ゲーム

▼手話サークル竹

▲ペープサートシアター

◀主任児童委員の
　みなさんの登場

◀クリスマス
　　リース作り

▼ハンドベル
　　　　の演奏
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安心して暮らせる、福祉のまちづくりの実現をめざします
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令
和
5
年
10
月
18
日

講
師
に
石
川
県
住
み
ま

す
芸
人
、
七
尾
市
出
身

の
月
亭
方
気
氏
を
迎
え
、

自
身
の
子
育
て
経
験
も

交
え
た
落
語
を
、
子
育

て
の
リ
ア
ル
な
姿
を
描

き
な
が
ら
笑
い
の
渦
に

巻
き
込
み
ま
し
た
。

令
和
５
年
11
月
7
日

い
き
い
き
サ
ロ
ン
連
絡
会
で
「
認

知
症
世
界
の
歩
き
方
」と
題
し
て
、

石
川
県
立
看
護
大
学
准
教
授
寺
井

梨
恵
子
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
ま

し
た
。
カ
ー
ド
を
使
い
認
知
症
の

方
の
行
動
を
推
測
し
、
認
知
症
を

理
解
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。
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会

ボランティア連絡会

交流会  令和 5年 11月 29日
ボランティア交流会は、４年ぶりの開催となり、第１部ではボラン
ティア４団体の活動を知り、参加者同士交流を図りました。第２部
では助け合い体験ゲームで、「自分の出来ること」、「してほしいこと」
を「ありがとう」の合言葉でふれあい、助け合うことの楽しさを感
じながら親睦を深めました。

親子支援センター『 Xmas week 』開催しました！

ペープサートにふれあい遊び、ハ
ンドベルコンサート、リズム遊び
に大型絵本、クリスマス飾りや
リース作り、サンタとの撮影会
と盛りだくさんの一週間でした。

ハンドベルコンサート
主任児童委員の皆さんによる
ふれあい遊びに笑顔があふれ、
子育てサポーターの皆さんに
よるハンドベルの素敵な音色
に癒されました。

令
和
5
年
度
　

福
祉
大
会
表
彰
者

『困りごとありませんか？  ご相談ください！』
津幡町ボランティアセンターでは、被災した家のこと（災害廃
棄物・ブロック塀、瓦等の運搬片付け）や生活面でのお困りの
ことなどのご相談を受け付けています。 
お電話にて下記までご連絡ください。

津幡町社会福祉協議会　津幡町ボランティアセンター 
（津幡町字庄ニ 71 番地　津幡町福祉教育プラザ内） 

☎ 076-288-6276　9:00 ～ 17:00（平日）

次の災害義援金を受け付けています。

日本赤十字社 
石川県支部津幡町分区

・令和６年能登半島地震災害義援金
北國銀行 県庁支店
口座番号／普通預金 28580
口座名義／日本赤十字社石川県支部 支部長 馳 浩
※北國銀行本店・支店の窓口 
　及びＡＴＭからの振込手数料は免除されます。

・令和 5年7月7日 からの
  大雨災害義援金

瓦礫を撤去するボランティア

令和 6 年能登半島地震で被災された皆様に
心からお見舞い申し上げます



PLANT ３津幡店にて
10 月６日

フードパントリー

令和５年度 子どもたちができるボランティア体験
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今年も多くの町民の皆様、企業、施設、事業所さまよりご協力いただき、ありがとうございました。
※協力者一覧は社会福祉協議会ホームページ記載    https://tsubatashakyo.main.jp/

令和５年度赤い羽根共同募金 ( １月末現在 )    募金額 2,064,595 円

ぼくがいちばん
大きいこえだしたとおもう。
すこしはずかしかったけど、

大きいこえだしたら、
みんなが気づいてくれて

ぼきんしてくれたからうれしかった。

【学童つばたっ子一年生
けい君より感想】

アル・プラザ津幡にて
11 月 13日・14日 街頭募金活動をとおして、募金に協力してくれた皆様の温かさを実感しました。

これからの学校活動に活かしていきたい。 【津幡南中学校生徒会執行部より感想】

令和５年度歳末たすけあい募金 募金額 2,564,059 円
令和５年度
歳末たすけあい募金は
つぎの方々へ
配分されました。

在宅障害児 45 名
障害施設通所者 101 名
在宅要介護者　 198 名
ひとり親世帯 92 世帯
いきいきサロン運営費 58 ヵ所

御礼
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ザ
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、
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受
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催
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＊次回は令和 6 年 2 月 16 日 ( 金 ) に開催予定です。

地
域
見
守
り

　
　
勉
強
会

令
和
5
年
10
月
14
日
（
土
）

井
上
地
区
に
て
「
地
域
見
守
り
勉

強
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
の
長
田
貴

氏
を
お
招
き
し
、
井
上
地
区
の
特

色
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
確
認
し
な

が
ら
、「
地
域
で
の
見
守
り
」
に

つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
日
頃
生
活

す
る
中
で
お
互
い
に
関
心
を
持
ち

つ
な
が
り
を
意
識
し
て
お
く
こ
と

で
、
心
が
落
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司
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催
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イ
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入
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災害編
今年度も中条小学校をはじめ町内の６カ所の小学校で行われました。
プログラム
①災害についてのお話
　（日赤石川県支部防災ボランティアリーダー北村裕一氏）
②段ボールベット組み立て体験（地区防災士会）
③被災者への声掛け訓練（地区委員会）

中条小４年生の感想
ボランティア活動をすると、人がよろこんでくれてうれしい気持ちになります。
みんなでボランティア活動をして、災害をのりこえるといいと思います。ろう
人や大人を助けたいです。みんなの手伝いをしたりすると、役にたてていると
思いうれしいです。

来場者から食品提供者へ御礼のメッセージ
◆普段、食べ盛りの子供達に我慢をさせているので本
当に助かっています。子供達も大変喜んでいます。あ
りがとうございます。

◆何でも値上がりして苦しい事が多いですが色々な人
の協力のもと、日々生活する事ができています。

◆いつもご助力頂き、感謝は言葉につくせません。い
つか余裕をもって生活できる日が来ましたら私も誰か
の助けになれたらと考えています。

街頭募金
編

街頭募金

手
話
サ
ー
ク
ル
竹
は
、
昭
和

59
年
４
月
に
発
足
し
、
こ
れ

ま
で
、
町
民
を
対
象
に
手
話

に
親
し
む
こ
と
、
ろ
う
あ
者

と
の
交
流
、
学
校
や
図
書
館

で
積
極
的
に
手
話
活
動
を
子

ど
も
達
に
啓
発
す
る
な
ど
、

幅
広
く
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ま
た
、
企
業
、
町
民
対
象
の

手
話
講
座
の
開
催
、
手
話
通

訳
養
成
活
動
な
ど
ろ
う
あ
者

へ
の
理
解
を
深
め
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
永
年
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
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ー
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ありがとう


